
番号 10:30 － 12:00

１－１ 和 泉 萌 福島県相双保健福祉事務所

１－２ 外 山 慎 公益財団法人福島県保健衛生協会医療技術管理課

１－３ 長 澤 脩 一 独立行政法人地域医療機能推進機構二本松病院

１－４ 松 井 美 花 福島県健康づくり推進課

１－５ 齋 藤 綾 子 福島県立医科大学医学部疫学講座

１－６ 安 村 誠 司 福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

１－７ 堀 越 直 子 福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

１－８ 石 井 佳 世 子
福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター
看護学部母性看護学・助産学部門

番号 10:30 － 12:00

２－９ 福 地 景 莉 福島県会津保健福祉事務所

２－１０ 鈴 木 沙 友 里 いわき市健康づくり推進課

２－１１ 國 分 茉 優 福島県相双保健福祉事務所

２－１２ 渡 辺 真 琴 福島県県中保健福祉事務所

２－１３ 宇 佐 美 珠 々 奈 福島県県中保健福祉事務所

２－１４ 吉 野 直 歩 福島県県中保健福祉事務所

２－１５ 伊 藤 恵 里 奈 福島県会津保健福祉事務所

２－１６ 太 田 恵 美 子 伊達市健康福祉部健幸づくり課

番号 15:15 － 16:30

１－１７ 猪 俣 陽 子 公益財団法人郡山市健康振興財団

１－１８ 君 島 怜 奈 公益財団法人福島県保健衛生協会医療技術管理課

１－１９ 佐 久 間 ミ チ ル 桑折町役場健康福祉課

１－２０ 渡 邉 明 美 株式会社朝日ラバー

１－２１ 加 瀬 明 日 香 いわき内郷・好間・三和地区保健福祉センター

１－２２ 舟 久 保 徳 美 福島県立医科大学医学部疫学講座

番号 15:15 － 16:30

２－２３ 大 井 拓 巳 福島県会津保健福祉事務所

２－２４ 門 馬 直 太 福島県県中保健福祉事務所

２－２５ 田 原 里 名 福島県保健福祉部感染症対策課

２－２６ 山 本 和 奈 福島県衛生研究所

２－２７ 菊 地 理 慧 福島県衛生研究所

２－２８ 佐 藤 琢 磨 福島県衛生研究所

令和８年度福島県保健衛生学会演題目録

第一会場：FTホール　(一般口演①)

座長：岩佐　一 所属：福島県立医科大学医学部バイオメディカル・アナリティクス学講座　准教授

看護学生の参加しやすさに配慮した保健師インターンシップ支援事業の取組

胃がん検診の安全性向上に向けた偶発症予防～胃がん検診を安心して受けていただくために～

自発的禁煙達成者における禁煙動機等に関するアンケート調査

市町村における災害時のアレルギー疾患対策に関する実態調査

福島県における震災後の脳卒中発症状況の地域別推移に関する研究

福島県「県民健康調査」の15年①－健康影響の概要と課題－

福島県「県民健康調査」の15年②‐ここから調査の概要と相談できる家族の不在と心理的ストレス反応との関連
‐

福島県「県民健康調査」の15年③－10年間の妊産婦調査と震災後4年以内に出産した母親の追跡調査－

第二会場：大会議室「あぶくま」　(一般口演②)

座長：金成　由美子 所属：福島県県南保健福祉事務所　所長

難病患者地域サポート勉強会における参加者への効果と今後の取組に関する一考察

発達障害やその疑いがある児への支援の研究～園児のためのこども発達相談会から見えてきたこと～

相双地域で生活する医療的ケア児を取り巻く社会資源の実態

小児慢性特定疾病児童等家族へのニーズ調査を踏まえた交流会の有効性

精神障がいによる長期入院者の退院阻害要因の把握と退院支援に向けた取組

高校生を対象とした自殺予防講話のあり方に関する検討

アウトリーチ支援対象者の家族支援と本人の地域生活継続に向けた支援について

産後ケア事業(アウトリーチ型)の取り組みについて

第一会場：FTホール　(一般口演③)

座長：佐藤　菜保子　 所属：福島県立医科大学看護学部成人・老年看護学部門　教授

協会けんぽ特定保健指導の当日実施率向上への取り組みについて

健診結果の早期提供と精密検査受診行動への影響

地域住民の健康問題と野菜摂取量の関係におけるヘルスプロモーション的考察

製造業における減塩活動に関する衛生管理者の取組み

子育て世代の母親の減塩意識・減塩行動の現状と関連要因についての研究

舌清掃とオイルうがいを用いた口腔清掃介入が味覚機能に及ぼす効果：無作為化クロスオーバー比較試験

第二会場：大会議室「あぶくま」　(一般口演④)

座長：伊藤　理

2025年度の福島県のカルバペネム耐性腸内細菌目細菌検出状況(過去5年間との比較)

福島県における急性呼吸器感染症の発生動向について

所属：福島県衛生研究所　所長

会津地域における結核コホート検討会の取組みと今後の展望

福島県における野兎病の侵淫状況調査及び臨床検査体制の整備に向けた検討

福島県における外国出生結核患者の実態調査と今後の取り組み

福島県におけるヒトパラインフルエンザの流行状況について

発表時間１題につき７分

間、質疑応答３分間

合計１０分間


